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は
じ
め
に 

八
月
四
日
、
長
野
県
阿
智
村
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
、
中
国
「
残
留
孤

児
」
国
家
賠
償
訴
訟
弁
護
団
全
国

連
絡
会
の
第
五
十
一
回
全
国
幹
事

会
と
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。  

 

北
は
宮
城
県
か
ら
南
は
福
岡
県

ま
で
と
全
国
各
地
か
ら
弁
護
士
、

中
国
帰
国
者
、
支
援
者
な
ど
約
四

十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
岡
山
県

か
ら
は
、
則
武
弁
護
士
親
子
と
「
中

国
帰
国
者
の
尊
厳
を
回
復
す
る
岡

山
の
会
」
小
林
事
務
局
次
長
の
三

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

信
州
阿
智
村
で
開
催 

今
回
の
会
は
、
「
配
偶
者
支
援
の

解
決
に
向
け
、
全
国
の
原
告
団
と

弁
護
士
・
支
援
者
を
結
集
し
て
、
秋

の
臨
時
国
会
で
早
期
立
法
改
正
の

を
続
け
て
き
た
こ
と
及
び
日
中
友

好
協
会
な
ど
「
市
民
連
絡
会
」
が
中

心
に
取
り
組
ん
だ
十
万
人
署
名
運

動
の
成
果
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

最
後
に
、
小
野
寺
弁
護
士
か
ら
、

今
後
の
見
通
し
、
当
面
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。 

今
後
の
見
通
し 

十
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
る
臨
時

三
、
早
い
段
階
で
改
正
案
を
提
出
で

き
る
よ
う
に
適
切
な
時
期
に
第
三

回
の
院
内
集
会
を
開
く
。 

四
、
各
党
の
国
会
議
員
の
支
持
を

得
る
た
め
に
、
全
国
各
地
で
地
元
議

員
や
各
政
党
へ
の
要
請
活
動
を
強

め
る
。
（
と
く
に
厚
生
労
働
委
員
会

所
属
の
議
員
に
は
必
ず
要
請
） 

五
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
。 

お
わ
り
に 

会
で
は
、
長
野
県
の
配
偶
者
の
代

表
が
「
孤
児
で
あ
る
妻
の
祖
国
に
帰

り
た
い
と
の
思
い
に
応
え
て
、
一
九

九
二
年
北
京
を
離
れ
、
友
人
、
親

せ
き
と
別
れ
、
仕
事
を
や
め
、
財
産

を
処
分
し
て
日
本
に
来
た
。
言
葉
が

で
き
な
い
の
に
、
半
年
で
自
立
を
求

め
ら
れ
、
自
動
車
関
連
の
仕
事
に

就
い
た
。
日
本
で
の
生
活
は
苦
労
が

多
く
、
中
国
に
帰
り
た
い
と
思
っ
た

が
、
す
べ
て
を
失
っ
て
い
る
の
で
、
日

本
で
死
ぬ
し
か
な
い
。
」
と
中
国
語
で

話
さ
れ
た
。 

最
後
に
、
現
在
は
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
生
活
指
導
員
や
弁
護
士

さ
ん
が
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
の
で

安
心
で
す
。
妻
と
二
人
で
「
明
け
な

い
夜
は
な
い
」
と
前
向
き
に
生
き
て

い
こ
う
と
、
思
っ
て
い
る
と
結
ん
だ
。 

小
林
軍
治 

し
た
。
集
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
、
厚
労
大
臣
と
の
面
談
で
赤
澤

さ
ん
は
、
「
配
偶
者
に
も
尊
厳
あ
る

老
後
を
」
と
直
接
田
村
大
臣
に
訴

え
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
到
達
点 

現
在
は
、
与
党
のP

T

の
方
で
法

案
づ
く
り
を
進
め
、
弁
護
団
か
ら

も
数
次
に
わ
た
り
意
見
を
述
べ
、
厚

労
省
と
も
何
度
か
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
六
月
下
旬
に
与
党P

T

段

階
の
改
正
法
案
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
衆
院
法
制
局
に
か
け
ら
れ
、
検

討
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
到
達
点
は
、
原
告
団
・
弁
護

団
が
丸
三
年
に
わ
た
り
粘
り
強
く

国
会
議
員
や
厚
労
省
に
要
請
活
動

様
の
「
特
別
な
事
情
」
が
あ
る
こ
と
や

他
の
在
日
外
国
人
と
ど
う
違
う
の
か

を
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
の
日
中
関
係
は
、
尖

閣
問
題
な
ど
で
悪
化
（
両
国
の
九
割

以
上
が
相
手
国
に
よ
く
な
い
印
象
を

持
っ
て
い
る
。
）
し
て
い
る
状
況
で
、
法

改
正
を
困
難
に
す
る
、
な
に
が
起
き

る
か
わ
か
ら
な
い
。 

当
面
の
と
り
く
み 

臨
時
国
会
で
法
案
を
成
立
さ
せ
る

た
め
に
、
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
つ
ぎ

の
諸
点
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

一
、
再
度
、
署
名
活
動
に
取
り
組
む
。 

二
、
配
偶
者
問
題
へ
の
理
解
を
拡
げ

る
た
め
に
弁
護
団
が
作
成
し
た
パ
ン
フ

「
心
か
ら
『
日
本
に
帰
っ
て
よ
か
っ
た
』

と
言
え
る
た
め
に
」の
活
用
。 

実
現
に
向
け
て
、
正
確
な
情
勢
の

理
解
と
、
今
後
の
適
切
な
方
針
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
信
州
阿
智

村
で
開
い
た
の
は
、
こ
の
地
に
建
設

さ
れ
た
「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
」

を
見
学
し
、
中
国
「
残
留
孤
児
」
問

題
の
原
点
を
再
確
認
し
、
「
配
偶

者
」
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
決

意
を
固
め
る
ね
ら
い
も
あ
り
ま
し

た
。
会
は
、
米
倉
弁
護
士
か
ら
こ
れ

ま
で
の
歩
み
と
到
達
点
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
歩
み 

二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
中
国
残

留
邦
人
等
の
「
新
自
立
支
援
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
施
行
後
は
、

「
残
留
孤
児
」
問
題
の
抜
本
解
決
の

た
め
、
原
告
団
・
弁
護
団
の
代
表
と

厚
生
労
働
大
臣
（
以
下
厚
労
大
臣

と
略
す
）
と
年
一
回
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。
二
〇
一
〇
年
五
月
の
面
談

で
、
「
配
偶
者
」
支
援
の
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
十

二
月
の
総
選
挙
で
安
倍
自
公
政
権

が
復
活
し
、
旧
与
党
Ｐ
Ｔ
（
自
民
党

の
野
田
・
中
谷
議
員
。
公
明
党
の
漆

原
議
員
）
に
改
め
て
強
く
働
き
か
け

ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
の
二
月
七

日
に
与
党
Ｐ
Ｔ
が
開
か
れ
、
厚
労
省

担
当
者
、
原
告
団
、
弁
護
団
も
参

加
し
、
こ
の
問
題
の
理
解
が
急
速
に

深
ま
り
ま
し
た
。
四
月
十
六
日
の

第
一
回
院
内
集
会
に
関
東
原
告
団

 

を
中
心
に
四
百
五
十
人
が
参
加

（
岡
山
か
ら
は
赤
澤
・
則
武
・
小
林

が
参
加
）
し
、
中
国
「
残
留
孤
児
」
の

配
偶
者
に
対
す
る
生
活
支
援
を
求

め
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。 

六
月
十
七
日
の
第
二
回
院
内
集

会
に
は
、
議
員
本
人
出
席
十
二
人

（
岡
山
か
ら
逢
沢
・
江
田
議
員
）
秘

書
十
三
人
で
日
本
維
新
の
会
を
除

く
全
政
党
か
ら
参
加
が
あ
り
、
署

名
八
一
，
七
二
五
筆
を
提
出
し
ま

国
会
で
、
「
配
偶
者
支
援
改
正
法
の

成
立
」
を
め
ざ
す
に
は
、
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。 

一
、
支
援
対
象
者
が
孤
児
本
人
で

な
く
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
。 

二
、
そ
の
配
偶
者
が
外
国
人
で
、
か

つ
中
国
人
で
あ
る
こ
と
。 

三
、
現
在
の
社
会
保
障
費
削
減
の

方
向
と
逆
方
向
の
立
法
で
あ
る
こ

と
。 

四
、
省
庁
（
厚
労
省
・
総
務
省
・
財

務
省
）
間
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
こ

と
。 

五
、
超
党
派
の
合
意
を
得
る
た
め

の
、
各
党
の
党
内
手
続
き
は
こ
れ
か

ら
で
あ
る
こ
と
。 

こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た

め
に
は
、
配
偶
者
に
も
、
孤
児
と
同

発言する配偶者 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

９
月
１１
（水
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

２
０
１
３
年
８
月
22
日 

大
連
旅
行 

 

家
族
と
私
の
父
と
大
連
へ
旅
行
に

行
き
ま
し
た
。 

 

父
が
生
ま
れ
た
街
を
い
つ
か
訪
れ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
上
の
二
人

が
小
学
生
に
な
っ
た
の
で
い
く
ら
か

で
も
記
憶
に
残
る
で
し
ょ
う
し
、
一

番
し
た
の
子
も
ま
あ
連
れ
て
歩
け

る
位
に
な
っ
た
の
で
、
今
年
、
思
い
き

っ
て
出
掛
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。  

家
か
ら
駅
へ
の
タ
ク
シ
ー
に
デ
ジ

カ
メ
を
忘
れ
た
り
、
大
連
に
つ
い
て

空
港
か
ら
ホ
テ
ル
へ
の
車
が
道
の
真

ん
中
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
代
わ
り
の
車

に
乗
り
換
え
た
り
と
波
乱
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。 

 

片
側
５
車
線
の
道
路
の
真
ん
中
で

車
か
ら
降
り
て
乗
り
換
え
る
の
は

ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。  

初
日
は
、
満
鉄
の
本
社
ビ
ル
だ
っ

た
と
こ
ろ
や
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
と
い
う

か
つ
て
総
理
大
臣
や
満
州
国
皇
帝

８
月
２
日
よ
り
３
日
間
、
戦
争
と

女
性
の
人
権
博
物
館
、
ナ
ヌ
ム
の
家

と
従
軍
慰
安
婦
歴
史
館
、
独
立
記

念
館
、
西
大
門
刑
務
所
跡
歴
史
館

を
訪
問
し
い
ろ
ん
な
事
を
お
そ
わ
っ

て
き
ま
し
た
。 

今
回
は
従
軍
慰
安
婦
問
題
を
中
心

に
報
告
し
ま
す
。
日
本
軍
は
中
国
、

朝
鮮
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
な
ど
か

ら
１２
歳
か
ら
１７
歳
ぐ
ら
い
の
少
女

を
さ
ら
っ
た
り
、
工
場
に
つ
れ
て
い

き
仕
事
を
さ
せ
た
後
に
慰
安
婦
と

し
て
し
ま
っ
た
。
人
数
は
５
～
２０
万

人
だ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
彼
女

た
ち
は
性
奴
隷
と
し
て
激
し
い
性
暴

力
を
受
け
て
い
る
。
命
を
落
と
し
た

者
も
多
く
い
る
そ
う
だ
。 

１
９
９
１
年
、
金
学
順
さ
ん
が
最

初
に
慰
安
婦
だ
と
名
乗
り
出
た
、

こ
れ
は
敗
戦
よ
り
４６
年
も
た
っ
た

後
だ
っ
た
。 

日
本
政
府
は
河
野
談
話
、
村
山

談
話
で
部
分
的
に
は
こ
の
事
実
を

認
め
て
も
加
害
の
事
実
を
認
め
よ

う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
ソ
ウ
ル
の
大

使
館
前
で
は
１
９
９
２
年
よ
り
日
本

軍
「
慰
安
婦
」
問
題
解
決
の
水
曜
デ

モ
が
１
０
０
０
回
を
超
え
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

ナ
ヌ
ム
の
家
を
訪
問
し
帰
り
際
に

同
行
の
者
が
ハ
ル
モ
ニ
に
「
お
元
気

で
」と
握
手
を
求
め
る
と
、
「謝
罪
が

先
だ
」と
手
を
払
わ
れ
ま
し
た
。 

ナ
ヌ
ム
の
家
へ
の
日
本
か
ら
の
訪

問
者
も
多
い
年
に
は
５
０
０
０
人
を

こ
え
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
い
ま
は
そ

の
半
分
く
ら
い
で
す
。
岡
山
県
議
会

で
も
「
修
学
旅
行
で
ナ
ヌ
ム
の
家
に

行
く
の
は
問
題
だ
」
と
い
う
議
員
が

い
る
そ
う
で
す
。
恥
ず
か
し
い
事
で

す
。  
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少
女
は
椅
子
に
腰
か
け
て
、
両
手

を
ひ
ざ
に
お
い
て
、
だ
ま
っ
て
す
わ
っ

て
い
た
。 

 

ソ
ウ
ル
の
と
な
り
の
広
州
市
か
ら

バ
ス
で
一
時
間
半
、
「
ナ
ヌ
ム
の
家
」

（
分
け
あ
い
の
家
）
の
元
「
慰
安
婦
」

た
ち
が
、
少
女
像
を
か
こ
ん
で
水
曜

示
威
（
デ
モ
、
ハ
ン
グ
ル
で
ス
ヨ
・
シ
ー

イ
）
を
、
も
う
千
回
以
上
や
っ
て
い

る
。
水
曜
日
が
年
に
５０
回
あ
る
と

２０
年
を
こ
す
。 

日
本
政
府
は
あ
や
ま
ら
な
い
、
つ
ぐ

な
い
も
し
な
い
。
国
際
感
覚
ゼ
ロ
だ
。

私
た
ち
１０
人
も
少
女
像
に
よ
り
そ

っ
て
目
が
し
ら
を
熱
く
し
た
。 

 

竹
内
和
夫 

 

山
空
港
で
、
指
紋
と
カ
メ
ラ
の
検
査

を
受
け
る
と
聞
い
て
は
い
た
が
入
管

法
が
去
年
か
わ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、

日
本
の
旧
植
民
地
（
朝
鮮
、
台
湾
）

か
ら
の
在
日
外
国
人
は
ニ
ホ
ン
人
な

み
で
、
差
別
さ
れ
て
い
る
。 

韓
国
へ
１０
人
の
旅
（
２
） 

 

首
都
ソ
ウ
ル
の
中
心
に
そ
び
え
る

茶
色
の
日
本
大
使
館
。
そ
の
ま
え
の

大
通
り
を
へ
だ
て
て
正
面
に
、
か
の

「
慰
安
婦
」
の
少
女
像
が
大
使
館
を

に
ら
む
。
大
使
館
の
前
に
は
警
察
の

大
型
バ
ス
が
２
台
。 

韓
国
へ
１０
人
の
旅
（
１
） 

８
月
２
日
、
岡
山
空
港
か
ら
１
時

間
半
で
仁
川
（
イ
ン
チ
ョ
ン
）
空
港
、
北

緯
37º
は
新
潟
県
あ
た
り
。 

空
港
の
入
国
審
査
で
、
お
ど
ろ
い

た
こ
と
に
、
両
手
の
人
差
し
指
を
盤

上
の
く
ぼ
み
に
の
せ
、
カ
メ
ラ
の
方
を

ま
っ
す
ぐ
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指

紋
を
と
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
で
２
度

目
。
敗
戦
の
次
の
年
、
ア
メ
リ
カ
軍
の

Ｃ
Ｃ
Ｄ
に
就
職
し
た
時
、
親
指
に
べ
っ

と
り
黒
イ
ン
ク
？
を
ぬ
っ
て
。 

実
は
、
中
国
の
留
学
生
た
ち
も
岡

な
ど
が
会
議
に
使
っ
た
と
い
う
古
い

ホ
テ
ル
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

満
鉄
の
社
員
だ
っ
た
祖
父
は
ヤ
マ

ト
ホ
テ
ル
で
披
露
宴
を
し
た
そ
う
で

す
。  今

回
は
大
連
を
何
度
も
訪
れ
て

い
る
父
に
お
店
で
の
通
訳
も
任
せ
き

り
で
、
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
の
旅
行
で

す
。 そ

れ
で
も
子
ど
も
た
ち
に
「ニ
ー
ハ

オ
」
「
シ
ェ
イ
シ
ェ
イ
」
は
覚
え
さ
せ
ま

し
た
。 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 55  

竹内和夫 

ニホン語はむずかしい？（５） 

Ｂ：フランス語には有名なｌｉａiｓｏｎ（連音、リエゾン）という音声連続の現象があ

って、語末の子音とつぎの語頭の母音が１音節に連なって発音される。

たとえば/il/（彼は il）と/ԑ/（いる est）と/isi/（ここに ici）という３語の１文

は、/i-ｌԑ-ti-si/となって、V と CV の音節ばかりになる。ニホン語やハワイ語

のような印象をうける。 

「（アメリカ）合衆国」をフランス語では、Les États Unis と書くけれど、個々

の単語の発音/le/（冠詞の複数形）と/eta/（国、州の複数形）と/üni/（連合し

たの複数形）はリエゾンして/le-ze-ta-zü-ni/と CV ばかりの５音節の句に変

化するのである。 

ついでに朝鮮語にもリエゾンがある。 

「国語」という漢字語は/kug/と/ɔ/すなわち CVC と V でなりたっているが、

/ku-ｇɔ/と発音する（국어）。 

C:６言語の音韻についての数量的比較をまとめると：やさしいのはな

に語？ 

 ニホン語 中国語 ハワイ語 西部アメリカ
英語 

スワヒリ語 フランス語 

1 母音の数 5 6 5 7 5 11 

2 子音の数 18 22 8 23 22 23 

3 音節の種類 5 10 2 15 3 7 

ちなみにエスペラントは１（５）、２（２３）、３（５）だ。  

           つづく 

日
韓
の
近
代
史
を
学
ぶ
旅 

父
が
生
ま
れ
た
街 

大
連
へ
（１
） 
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